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 インターネットが発展した現代、指導によらず独自に語学学習を始める人が増えている。

日本語の学習者数についての調査は、多くの場合日本語教育を実施する教育機関を対象に

行われてきた。独習者の数は統計が困難でありその定義も曖昧だが、現代の日本語教育を

考えるさい、独習者は無視できない存在になりつつある。本研究は、アンケートおよびイ

ンタビュー形式を採用して、実際に日本語の独習経験がある協力者の話を聞き、データを

収集する。2 名の協力者と筆者自身の経験を比較し、インプットとアウトプットの方法を

基に独習と教育機関内の学習過程の違いを探り、より効果的な独習過程について提案する。

また、独習において効率的と考えられる学習法を、教育機関の日本語授業に取り込む可能

性についても考察したい。 

 アンケートとインタビューを併用し、計 3 名の調査対象者の日本語独習経歴を調査する。

調査対象者は日本語能力試験（JLPT）の N1・N2 に合格し、香港在住・出身の独習者に限

定する。N1・N2 レベルに到達するには、相当な学習期間が必要であり、初歩から合格に至

るでまで“完全な独習”は不可能に近い。そのため、今回の調査では教育機関内で四年以内

の指導を受けた経験がある人についても独習者に入れて考える。 

 結論として、有効なインプットは、リソースへの関心と現実味がもっとも重要である。

独習においては、関心に関わる内容を独習者自らが選択したうえで、学習材として知識を

吸収することが可能になる。独習ノートは勉強した内容をまとめることはあるが、日本語

能力試験（JLPT）に関連する内容が大半を占めている。文字と音声のインプット・アウト

プットは教育機関などに入り、指導教員によるコントロールがなければ、バランスよく取

り入れることは難しい。非日本語環境下で日本語の独習において、現実味のあるインプッ

トはインターネットによって補えても、アウトプットはやや不足している。また、香港の

日本語教育状況を考えれば、教育機関内のネイティブによる日本語の授業はわずかである

ため、授業内で現実味のあるリソースに接触することは難しい。だが、学習者の関心を取

り込んだ授業内容や課題は多く見られるため、授業目的に合わせて学習者ごとに語彙や文

法項目を印象づけることは可能と思われる。独習者で、教育機関に頼らない場合は SNS な

どを通してネイティブとコミュニケーションを取ることも一つの手段として有効と考えら

れる。調査からは、独習者は多く動画共有サイトやアニメなど、インターネットを活用し

学習材を見つける実態が浮かび上がる。音声や画像を伴う学習材が大半を占めるが、現実

味があり学習者が関心を示すような日本のはやりの文化を、教育機関の授業に取り込めば、

学習効果をさらに向上させることが期待できるだろう。
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